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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
引戸の上端に取り付けられる自閉装置は収容ケースと、収容ケース内に立設状態で配設さ
れ巻き戻しによる反発力により引戸の閉動作を行なわせる渦巻ばねと、この渦巻ばねの中
心側端部が係止され収容ケースより外部にのぞむように露出して渦巻ばねのばね力調整可
能な軸体と、渦巻ばねを収納し渦巻ばねの外周側端部が係止されている回転可能な渦巻ば
ねケースと、渦巻ばねケースの開口部を覆うように渦巻ばねケースに取り付けられ外周に
歯車が形成された歯車板と、収容ケース内に配設され所定の回転方向に対してのみ制動機
能を発揮して引戸が閉方向に移動される際にこの閉動作を制動させる制動装置と、この制
動装置の外周に形成されて前記歯車と噛合する制動用の歯車と、前記歯車板により開口部
が閉じられた渦巻ばねケースの外周に形成される環状の凹部に巻回されて一端が渦巻ばね
ケースに固定された索状体と、渦巻ばねケースから繰り出された索状体の他端側を収容ケ
ースの上部から突出させ戸先側に導くために収容ケースの上部に設けた案内ローラと、収
容ケース内において前記渦巻ばねケースからの繰り出し部と案内ローラとの間で索状体が
垂れるのを防止するために渦巻ばねケースの繰り出し部と案内ローラとの間の位置で索状
体よりも戸尻寄りの位置で収容ケース内に設けられた弛み防止部材とを備え、前記収容ケ
ースの上部から突出する索状体の他端側は前記案内ローラを介して戸先側に向きを変えて
上枠の下面に支持され、自閉装置が引戸の上端前面に取り付けられた状態において収容ケ
ースを覆う化粧カバーを設け、この化粧カバーは収容ケースの前面を覆う前面覆い部と、
収容ケースの下面を覆う下面覆い部と、収容ケースの左右の側面を覆う側面覆い部とを備
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え、側面覆い部の上端内面には収容ケースの上端角部の上面に係止する爪部が形成され、
さらに前面覆い部の上端には前記案内ローラから収容ケースの外部に引き出された直後の
索状体を覆う覆い部が延設されていることを特徴とする引戸の自閉装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、引戸の閉動作を自動的に行なわせるように構成した引戸の自閉装置に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種引戸の自閉装置としては、例えば特許文献１などで知られているものがあ
る。この特許文献１に記載されている引戸の自閉装置は、引戸の上方部後端近くに取り付
けられる本体と、この本体に設けられ、引戸の開放方向への移動に伴って閉止方向への反
発力を蓄積する渦巻ばねと、この渦巻ばねに連繋された回転自在の主歯車と、渦巻ばねに
隣接して設けられ、主歯車に噛合された従歯車の回転で渦巻ばねの反発力を制御するオイ
ルダンパーと、主歯車に噛合させ、後端もしくは前後両端を開口部の上枠に取り付けて引
戸の走行方向に架け渡したラックとから構成されている。
【特許文献１】特開平１１－１５２９５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記特許文献１に記載されている引戸の自閉装置の構成では、引戸の走行範囲以上の長
さのラックが必要であり、その分コストアップにつながるばかりか、そのようなラックが
開口部の上枠に取り付けられているので目障りになるという問題があった。
【０００４】
　本発明の目的は、このような課題を解決するものであり、渦巻ばねに連繋される歯車と
噛み合わせて引戸を走行させるためのラックを使用せず、コストダウンを図るとともに、
長さの長いラックが開口部の上枠に存在しないので目障りとならず、簡素化できるように
した引戸の自閉装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に記載の建物用庇は、引戸の上端に取り付けられる自閉装置は収容ケ
ースと、収容ケース内に立設状態で配設され巻き戻しによる反発力により引戸の閉動作を
行なわせる渦巻ばねと、この渦巻ばねの中心側端部が係止され収容ケースより外部にのぞ
むように露出して渦巻ばねのばね力調整可能な軸体と、渦巻ばねを収納し渦巻ばねの外周
側端部が係止されている回転可能な渦巻ばねケースと、渦巻ばねケースの開口部を覆うよ
うに渦巻ばねケースに取り付けられ外周に歯車が形成された歯車板と、収容ケース内に配
設され所定の回転方向に対してのみ制動機能を発揮して引戸が閉方向に移動される際にこ
の閉動作を制動させる制動装置と、この制動装置の外周に形成されて前記歯車と噛合する
制動用の歯車と、前記歯車板により開口部が閉じられた渦巻ばねケースの外周に形成され
る環状の凹部に巻回されて一端が渦巻ばねケースに固定された索状体と、渦巻ばねケース
から繰り出された索状体の他端側を収容ケースの上部から突出させ戸先側に導くために収
容ケースの上部に設けた案内ローラと、収容ケース内において前記渦巻ばねケースからの
繰り出し部と案内ローラとの間で索状体が垂れるのを防止するために渦巻ばねケースの繰
り出し部と案内ローラとの間の位置で索状体よりも戸尻寄りの位置で収容ケース内に設け
られた弛み防止部材とを備え、前記収容ケースの上部から突出する索状体の他端側は前記
案内ローラを介して戸先側に向きを変えて上枠の下面に支持され、自閉装置が引戸の上端
前面に取り付けられた状態において収容ケースを覆う化粧カバーを設け、この化粧カバー
は収容ケースの前面を覆う前面覆い部と、収容ケースの下面を覆う下面覆い部と、収容ケ
ースの左右の側面を覆う側面覆い部とを備え、側面覆い部の上端内面には収容ケースの上
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端角部の上面に係止する爪部が形成され、さらに前面覆い部の上端には前記案内ローラか
ら収容ケースの外部に引き出された直後の索状体を覆う覆い部が延設されていることを特
徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　以上のように、本発明の引戸の自閉装置は、引戸を走行させるためのラックを使用せず
、渦巻ばねケースの外周の環状の凹部に巻回され収容ケースの上部から突出する索状体の
他端部を上枠の下面に支持するという極めて簡単な構成により渦巻ばねの巻き戻しによる
反発力により引戸の閉動作を行なわせることができ、コストダウンを図るとともに、長さ
の長いラックが開口部の上枠に存在しないので目障りとならず、簡素化できる。また、収
容ケース内において渦巻ばねケースからの繰り出し部と案内ローラとの間で索状体が垂れ
るのを防止するために渦巻ばねケースの繰り出し部と案内ローラとの間の位置で索状体よ
りも戸尻寄りの位置で収容ケース内に設けられた弛み防止部材とを備えているので、引戸
を渦巻ばねによる閉動速度よりも速い速度となるように手で勢いよく閉じたときに渦巻ば
ねケースからの繰り出し部と案内ローラとの間の位置で索状体が大きく垂れて渦巻ばねケ
ースの外周の環状の凹部から外れた位置で巻き付くというトラブルの発生を防止できる。
さらに、自閉装置が引戸の上端前面に取り付けられた状態において収容ケースを化粧カバ
ーで覆うことにより案内ローラから収容ケースの外部に引き出された直後の索状体を覆う
ことが可能となり、案内ローラからの索状体の引き出し部が隠れるので、引戸の上部がす
っきりした状態となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態を、図面に基づき具体的に説明する。
　先ず、図１～図９に示す第１の実施の形態について説明すると、１は引戸であって、屋
内の出入り口などの所定位置に設けられている上枠２、戸先側竪枠３、戸尻側竪枠４およ
び下枠５で形成された開口部に設けられている。
【０００９】
　前記引戸１の上端は上枠２の下面に形成された溝６内に摺動自在に嵌入し、また引戸１
の下端は戸先寄りおよび戸尻寄りの位置に設けられた戸車７，７が下枠５に形成された溝
８に嵌入して引戸１が自在に開閉できるようになっている。
【００１０】
　引戸１の戸尻寄りの上端前面には制動装置９付きの自閉装置１０が取り付けられている
。この自閉装置１０は収容ケース１１と、収容ケース１１内における戸尻寄り箇所に立設
状態で配設され、巻き戻しによる反発力により引戸１の閉動作を行なわせる渦巻ばね１２
と、この渦巻ばね１２の中心側端部が係止され収容ケース１１より外部にのぞむように露
出して渦巻ばね１２のばね力調整可能な軸体１３と、渦巻ばね１２を収納し渦巻ばね１２
の外周側端部が係止されている回転可能な渦巻ばねケース１４と、渦巻ばねケース１４の
開口部を覆うように渦巻ばねケース１４に取り付けられ外周に歯車１５が形成された歯車
板１６と、収容ケース１１内における戸先寄り箇所に配設され、所定の回転方向に対して
のみ制動機能を発揮して引戸１が閉方向に移動される際にこの閉動作を制動させるオイル
ダンパによる前記制動装置９と、この制動装置９の外周に形成されて前記歯車１５と噛合
する制動用の歯車１７と、前記歯車板１６により開口部が閉じられた渦巻ばねケース１４
の外周に形成される環状の凹部１８に巻回されて一端が渦巻ばねケース１４に固定された
ワイヤーなどの索状体１９と、渦巻ばねケース１４から繰り出された索状体１９の他端側
を収容ケース１１の上部から突出させ戸先側に導くために収容ケース１１の上部に設けた
案内ローラ２０と、収容ケース１１内において前記渦巻ばねケース１４からの繰り出し部
と案内ローラ２０との間で索状体１９が垂れるのを防止するために渦巻ばねケース１４の
繰り出し部と案内ローラ２０との間の位置で索状体１９よりも戸尻寄りの位置で収容ケー
ス１１内に設けられた軸状の弛み防止部材２１とを備えている。なお、前記収容ケース１
１の上部から突出する索状体１９の他端側は、出入り口を形成する開口部を閉じた状態に
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おける引戸１の戸尻寄り側端部近傍位置の上側位置で上枠２の下面に取り付けた止め具２
２に引っ掛けられている。
【００１１】
　上記構成において、引戸１が手で開かれることにより渦巻ばね１２の位置が引戸１とと
もに移動し、索状体１９が渦巻ばねケース１４の凹部１８から引き出され、それにより渦
巻ばね１２は閉止方向への反発力を蓄積する。そこで、開かれた引戸１から手を離すなど
して止める力を解除することにより渦巻ばね１２に蓄積されていた反発力によって索状体
１９を渦巻ばねケース１４の凹部１８に巻き取るように作用し、その結果引戸１を閉じる
方向に摺動させることになる。そのとき、前記渦巻ばねケース１４側の歯車１５と引戸１
が閉方向に移動される際にこの閉動作を制動させる制動装置９側の歯車１７が噛み合って
連動しているので、引戸１が渦巻ばね１２の反発力によって急激に閉じるのを制動装置９
によって防止することができ、引戸１をブレーキを掛けながら閉動させることができる。
【００１２】
　また、渦巻ばねケース１４からの繰り出し部と案内ローラ２０との間の位置で索状体１
９よりも戸尻寄りの位置で収容ケース１１内に弛み防止部材２１を備えているので、引戸
１を渦巻ばね１２による閉動速度よりも速い速度となるように手で勢いよく閉じたときに
渦巻ばねケース１４からの繰り出し部と案内ローラ２０との間の位置で索状体１９が大き
く垂れて凹部１８から外れた位置で巻き付くのを抑制することが可能となる。
【００１３】
　ところで、本実施の形態において前記収容ケース１１は化粧カバー２３によって前方よ
り覆われている。化粧カバー２３は収容ケース１１の前面を覆う前面覆い部２３ａと、収
容ケース１１の下面を覆う下面覆い部２３ｂと、収容ケース１１の左右の側面を覆う側面
覆い部２３ｃ，２３ｃとを備え、側面覆い部２３ｃ，２３ｃの上端内面には収容ケース１
１の上端角部の上面に係止する爪部２３ｄ，２３ｄが形成され、さらに前面覆い部２３ａ
の上端には前記案内ローラ２０から収容ケース１１の外部に引き出された直後の索状体１
９を前方より見えないようにするための覆い部２３ｅが延設されている。この化粧カバー
２３は収容ケース１１の前方より嵌め込み、前記爪部２３ｄ，２３ｄを収容ケース１１の
上端角部の上面に係止させた状態とし、化粧カバー２３の下端の下面覆い部２３ｂに形成
されたビス挿通孔２３ｆよりビス２４を挿通させて収容ケース１１の下面に形成されたビ
ス孔（図示せず）に螺入させることにより収容ケース１１にセットされる。このように収
容ケース１１に化粧カバー２３を取り付けることにより案内ローラ２０から収容ケース１
１の外部に引き出された直後の索状体１９を前方より見えないようにすることが可能とな
り、案内ローラ２０からの索状体１９の引き出し部が隠れるので、引戸１の上部がすっき
りした状態となる。
【００１４】
　なお、図面に示す実施の形態では、自閉装置１０を引戸１の戸尻寄りの上端に取り付け
ているが、引戸１の戸先寄りの上端もしくは戸尻と戸先との間の上端位置に取り付けるこ
とも可能であり、これに合わせて索状体１９の他端側は前記案内ローラ２０を介して戸先
側に向きを変えて上枠２の下面に支持される。また、図面に示す実施の形態では、収容ケ
ース１１内における戸尻寄り箇所に渦巻ばね１２を収納する渦巻ばねケース１４を設け、
収容ケース１１内における戸先寄り箇所に制動装置９を設けているが、収容ケース１１内
における戸先寄り箇所に渦巻ばね１２を収納する渦巻ばねケース１４を設け、収容ケース
１１内における戸尻寄り箇所に制動装置９を設けるようにしても良い。さらに、図面に示
す実施の形態では、引戸１の上端は上枠２の下面に形成された溝６内に摺動自在に嵌入し
、また引戸１の下端は戸先寄りおよび戸尻寄りの位置に設けられた戸車７，７が下枠５に
形成された溝８に嵌入してなる下戸車タイプであるが、上吊りタイプで引戸１を支持する
ようにしても良い。
【００１５】
　次に、図１０～図１２に示す第２の実施の形態について説明すると、この実施の形態で
は上吊りタイプで支持された引戸１の戸先寄りの位置で上端面より形成した凹部２５内に



(5) JP 4895756 B2 2012.3.14

10

20

30

40

50

自閉装置１０を埋め込んである。図において、２６は上枠２に埋設したハンガーレール２
７に沿って走行するように引戸１の上端に取り付けられた上吊り用のローラ、２８は収容
ケース１１の上部から突出する索状体１９の他端側を止めるためにハンガーレール２７の
一端上面に下向きに取り付けた棒状の止め具で、この止め具２８の下端に索状体１９の他
端側が止められる。なお、この実施の形態では上吊りタイプで引戸１を支持しているが、
前記第１の実施の形態と同様に下戸車タイプで引戸１を支持するようにしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施の形態における引戸が閉じられた状態における引戸装置全体
を示す正面図である。
【図２】同引戸が開かれた状態における引戸装置全体を示す正面図である。
【図３】同引戸の自閉装置取付け部において化粧カバーを外した状態を示す正面図である
。
【図４】同引戸の自閉装置の内部の正面図である。
【図５】同引戸の自閉装置の一部切り欠き平面図である。
【図６】同引戸の自閉装置を覆う化粧カバーを前方から見た斜視図である。
【図７】同引戸の自閉装置を覆う化粧カバーを後方から見た斜視図である。
【図８】同引戸の自閉装置取付け部において化粧カバーを取り付けた状態を示す正面図で
ある。
【図９】同引戸の自閉装置に対する化粧カバーの取り付け状態を示す断面図である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態における引戸が閉じられた状態における引戸装置全
体を示す正面図である。
【図１１】図１０のＸ－Ｘ矢視図である。
【図１２】図１０のＹ－Ｙ矢視図である。
【符号の説明】
【００１７】
　１　　　引戸
　２　　　上枠
　３　　　戸先側竪枠
　４　　　戸尻側竪枠
　５　　　下枠
　６　　　溝
　７　　　戸車
　８　　　溝
　９　　　制動装置
１０　　　自閉装置
１１　　　収容ケース
１２　　　渦巻ばね
１３　　　軸体
１４　　　渦巻ばねケース
１５　　　歯車
１６　　　歯車板
１７　　　歯車
１８　　　凹部
１９　　　索状体
２０　　　案内ローラ
２１　　　弛み防止部材
２２　　　止め具
２３　　　化粧カバー
２３ａ　　前面覆い部
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２３ｂ　　下面覆い部
２３ｃ　　側面覆い部
２３ｄ　　爪部
２３ｅ　　覆い部
２３ｆ　　ビス挿通孔
２４　　　ビス
２５　　　凹部
２６　　　ローラ
２７　　　ハンガーレール
２８　　　止め具
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